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⽯英系プレーナ光波回路（PLC）は光ネットワーク
の様々な場⾯で使われている導波路型光回路です。
PLC自体は光の合分波や干渉等に向いたパッシブ素
子ですが、さらにレーザやフォトダイオード等のア
クティブ機能素子と組み合わせることで、より高機
能な光デバイスが期待できます。そこで次世代光通
信に求められる様々な機能の集積を課題とし、光電
子集積型デバイスの研究開発に取り組んでいます。

ヘテロジニアス集積技術による光電子集積型PLCを
検討しています。高速な光機能素子を集積する際に、
従来技術では高精度な光学実装が必要なだけでなく、
レンズや素子自体によるサイズの肥大化を招いてし
まいます。一方、ヘテロジニアス集積はフォトプロ
セスによりPLC上で機能素子を直接作製するため、
高速素子を高密度に集積し、さらに光学実装レスか
つレンズレスでの低損失光結合を実現できます。

PLCをプラットフォームにして、かつ様々な光機能
素子をコンパクトに集積することができれば、 PLC
の光回路拡張性と集積する光機能素子の最適化に
よって、新しい光電子集積デバイスを実現できます。
そして将来の超高速通信において、小型高機能なデ
バイスはますます重要になると考えられ、そのよう
なデバイスを実現する上でヘテロジニアス集積技術
がキー技術になることが期待されます。
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